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地域学習を通じた外国人技能実習生と共生する地域づくり 

助
成
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     1000000 円 

活
動
内
容 

目的 

水島は西日本最大の工業地帯である。街には多くの労働者が居住し、水島商店 
街を中心とした商業が存在している。近年では、外国人技能実習生が労働者と 
して街中に居住し、水島にモスクや、外国の食材店が新設されている。 
外国人技能実習生は共同生活しており、地域住民と触れ合う機会がほとんどな 
く仕事と寮の往復だけで母国に帰ってしまう。外国人技能実習生が水島地域に 
ついて学ぶ機会を持つことはなく、地域住民と挨拶もできない状況となってい 
る。外国人実習生が、水路に落ちた人を救い出したことで、水島署で表彰を受 
けた（2023/9/20）。目に見えることであれば助け合えるが、地域住民と交渉 
がない現状では、困ったことが目に見えない。 
外国人技能実習生の故郷について水島の地域の人たちが学び、外国人技能実習 
生が現在住んでいる水島について学ぶ機会を創出することで、多文化共生の街 
の土台を整える。また、外国人技能実習生の生活の場として持ち込んでくれた 
食文化や宗教を、地域の価値として打ち出し、多文化共生を学べる街として整 
備していく。 

内容 

・外国人技能実習生受け入れ組合へのヒアリング（５回） 
・外国人技能実習生に話を聞くカフェ開催（3 回、各 20 人、みずしま資料交流 
館および M P M ラボ）インドネシア編、ベトナム編、インド編の３回 
・水島遠足（４回、各 30 人・日本人と外国人実習生の双方の参加）蓮田でお花 
見（７月）、倉敷古城池高校生の案内による水島コンビナートクルーズ（９月 
）、亀島山地下工場見学（６月）、水島街歩き（１０月） 
・外国人技能実習生の生活を紹介するパンフレット作成(カフェでの話の内容 
をもとに作成) A５版８頁 3000 部、同じ内容をホームページにも記載 

https://www.google.com/search?q=%E3%81%BF%E3%81%9A%E3%81%97%E3%81%BE%E6%BB%9E%E5%9C%A8%E5%9E%8B%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%AD%A6%E7%BF%92%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2%E3%83%A0&sca_esv=51482c3aa25c1847&rlz=1C5CHFA_enJP1114JP1114&ei=uvX1Z7aFB6S-0-kPyNGo8Qs&oq=%E3%81%BF%E3%81%9A%E3%81%97%E3%81%BE%E6%BB%9E%E5%9C%A8%E5%9E%8B&gs_lp=Egxnd3Mtd2l6LXNlcnAiFeOBv-OBmuOBl-OBvua7nuWcqOWeiyoCCAAyBRAAGIAEMggQABiABBiiBDIIEAAYgAQYogQyBRAAGO8FMgUQABjvBUjbIVCcCFjRGXABeAGQAQCYAYwBoAHYCaoBAzQuOLgBAcgBAPgBAZgCC6ACrAjCAgoQABiwAxjWBBhHwgIKEAAYgAQYQxiKBcICCBAAGKIEGIkFwgIKEAAYgAQYsQMYBMICEBAAGIAEGLEDGIMBGAQYigXCAg0QABiABBixAxiDARgEwgIHEAAYgAQYBJgDAIgGAZAGAZIHAzUuNqAHsx-yBwM0Lja4B6kI&sclient=gws-wiz-serp


当初の計画
からの変更

点 

組合および関係者のヒアリングは 3 回 
水島遠足は 3 回実施（8 月クルーズ、9 月バスツアー、11 月まちあるき） 
外国人実習生の生活を紹介するパンフレット作成から、水島の在住の外国人と触れ合え
る機会を持つ水島テラスミーティング開催（3 月）に変更 
活動内容を知らせるホームページ作成 

成果 

水島にいる外国人実習生に、みずしま滞在型環境学習コンソーシアムの研修プログラム
を体験してもらい、コミュニケーションを図ろうということを企画した。実現に向け
て、会議で議論を重ねる中で、外国人実習生と同世代の学生と一緒に研修を受けて、コ
ミュニケーションを取る形で実践することになった。ツアーはクルーズ（8 月 10 日）
とバス（9 月 8 日）、まちあるき（11月 17日）の３回行った。 
8 月のクルーズに参加した倉敷古城池高校の学生が中心となって、外国人技能実習生を
はじめとした倉敷に在住している外国人との交流をする機会を作りたいとイベントを開
催することとなった。3 月 15 日の当日には、外国人技能実習生を含んだ外国人の方々
がイベント出展をし、交流を促進させた（3 月 15 日）。 

今
後
の
課
題
と
対
応
策 

外国人技能実習生の生活は、職場と寮の往復となっており、内向的な人は娯楽が Youtube というよう
な、ほとんど地域に出ることなく、日々を過ごしていることが多いことがわかってきた。いろんなイ
ベントをして、連絡しようとしても、外国人技能実習生の受け入れ団体を通して連絡しなくてはなら
ず、受け入れ団体との意識のすり合わせが予想以上に大変で、ボランティアとして交流を希望する価
値観と、仕事の休息として娯楽を技能実習生に提供したいが、交流することで退職につながるような
意識変容が起きては困ると考える雇用者側の価値観の違いが浮かび上がっただけでも、よかったと思
う。地域の学びを地域に住む外国人と一緒に行うことの面白さは、今後も続けていきたいと思う。 

写
真
の
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 


